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皇
紀
二
六
八
五

年
・
令
和
七
年
乙

巳
歳
の
新
春
を
言

祝
ぎ
、
先
ず
以
て

皇
室
の
ご
安
泰
と

国
家
の
繁
栄
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
お
祈
り

申
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
県
内
神
社
の
ご
隆
昌

と
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
申
上
げ
ま
す
。

畏
く
も
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て

は
ご
機
嫌
麗
し
く
日
々
ご
精
励
遊
ば
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
こ
と
誠
に
慶
賀
の
至
り
に
存
じ

ま
す
。
昨
年
の
能
登
半
島
地
震
で
甚
大
な
被

害
を
受
け
ら
れ
た
被
災
地
へ
の
ご
訪
問
に
お

い
て
は
多
く
の
被
災
者
に
寄
り
添
っ
て
お
声

を
か
け
ら
れ
、
ま
た
被
災
地
で
尽
力
さ
れ
て

い
る
方
々
へ
労
い
の
お
言
葉
を
か
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
姿
に
も
感
銘
を
受
け
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。
我
々
国
民
は
陛
下
の
お
姿
に
倣

い
、
心
一
つ
に
日
本
の
再
建
に
尽
力
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
本
宗
と
仰
ぐ
神
宮
に
お
か
れ
ま
し
て

は
昨
年
四
月
天
皇
陛
下
よ
り
御
聴
許
を
賜
り
、

第
六
十
三
回
の
神
宮
式
年
遷
宮
が
始
ま
り
ま

し
た
。
令
和
十
五
年
秋
の
式
年
遷
宮
に
向
け

て
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

前
例
に
よ
り
本
年
は
山
口
祭
・
木
本
祭
・
御

杣
始
祭
・
御
樋
代
木
奉
曳
式
・
御
船
代
祭
が

執
り
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
皇
室
の
祖
先
神

に
し
て
国
民
の
総
氏
神
で
あ
る
神
宮
の
御
事

に
は
我
々
心
を
一
つ
に
し
て
遷
宮
に
携
わ
り
、

神
宮
大
麻
頒
布
と
共
に
な
お
一
層
の
神
宮
崇

敬
の
念
の
醸
成
に
尽
力
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。本

県
に
お
き
ま
し
て
は
六
月
の
協
議
員
会

に
お
い
て
新
年
度
事
業
が
承
認
さ
れ
、
県
内

神
社
の
護
持
運
営
の
た
め
の
施
策
を
鋭
意
取

り
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
に
お
い
て
、

十
一
月
に
は
神
社
庁
例
祭
に
併
せ
、
斯
界
の

貢
献
者
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
に
神
宮
表
彰
、
神

社
本
庁
表
彰
、
神
社
庁
表
彰
の
伝
達
式
を
執

り
行
い
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
様
へ
の
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
一
層
の
ご
活

躍
と
奉
務
神
社
の
ご
発
展
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

県
内
の
状
況
は
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
等

の
課
題
が
あ
り
、
神
社
の
運
営
は
な
お
厳
し

い
も
の
と
把
握
し
て
お
り
ま
す
。
長
い
コ
ロ

ナ
渦
に
よ
っ
て
様
々
な
事
が
自
粛
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
生
活
環
境
は
徐
々
に
元
に
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
神
社
の
祭
事
行
事
は
元
の

形
に
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
も
多
く
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
は

あ
り
ま
す
が
、
神
職
と
総
代
が
力
を
合
わ
せ

て
、
氏
神
様
の
護
持
に
尽
力
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
神
社
庁
と
致
し
ま
し
て
も
、

総
代
会
を
始
め
、関
係
団
体
と
連
携
し
、様
々

な
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
迎
え
ま
し
た
新
し
き
年

が
我
が
国
を
始
め
、
四
海
万
邦
に
争
い
の
な

い
豊
か
で
平
和
な
良
き
年
と
な
る
こ
と
を
切

に
祈
り
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

島
根
県
神
社
庁
長　

⻆
河
和
幸

新
年
の
ご
挨
拶
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令
和
七
年
の
新

春
を
迎
え
、
聖
寿

の
万
歳
と
竹
の
園

生
の
弥
栄
を
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
方
に
謹
ん

で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
氏
神
様
、
崇
敬
神
社
の
護
持

運
営
は
も
と
よ
り
、
島
根
県
神
社
庁
並
び
に

神
社
総
代
会
の
事
業
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
っ
て
い
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

畏
く
も
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ

ま
し
て
は
、
日
々
す
こ
や
か
に
、
祭
祀
・
公

務
に
お
励
み
遊
ば
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
、

誠
に
有
り
難
く
慶
賀
に
堪
え
な
い
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。
両
陛
下
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
幾
久
し
く
皇
室
の
尊
厳
護
持
に
努

め
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

神
社
本
庁
が
本
宗
と
仰
ぎ
ま
す
日
本
の
総

氏
神
様
、
伊
勢
の
神
宮
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
が
決
ま
り
、
本

年
よ
り
遷
宮
諸
祭
、
諸
行
事
が
順
次
執
り
行

わ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
す
。
我
々
神
社
役

員
・
総
代
は
、
こ
の
国
家
的
大
事
業
に
向
け

て
、
思
い
も
新
た
に
結
束
し
、
御
遷
宮
の
啓

発
活
動
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
神
宮
大
麻

頒
布
活
動
に
一
層
力
を
尽
く
し
、
神
宮
大
麻

奉
斎
の
意
義
と
神
宮
の
崇
敬
の
念
の
醸
成
に

努
め
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
大
規
模
災
害
が
多
発
す
る

年
に
な
り
ま
し
た
。
県
内
で
も
、
七
月
県
東

部
を
中
心
に
襲
っ
た
豪
雨
に
よ
り
、
日
御
碕

地
区
は
主
要
道
路
の
一
部
の
陥
没
に
よ
り
、

一
時
孤
立
状
態
に
な
り
、
生
活
に
大
き
な
影

響
が
で
ま
し
た
。
被
災
地
域
の
方
々
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一

日
も
早
く
復
旧
復
興
さ
れ
ま
す
事
を
祈
念
致

し
ま
す
。

我
が
国
は
今
年
「
終
戦
八
十
年
」
の
節
目

の
年
を
迎
え
ま
す
。
戦
後
、
日
本
は
占
領
軍

に
よ
っ
て
様
々
な
改
革
統
制
を
さ
れ
、
日
本

の
国
体
が
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
当
時
の
事
で
は
な
く
今
で
も
そ
の

影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
日
本
古
来
の
民
族

宗
教
の
力
を
弱
め
ら
れ
た
結
果
、
私
た
ち
の

心
は
一
つ
に
ま
と
ま
り
に
く
く
な
っ
た
様
に

思
い
ま
す
。
半
世
紀
前
ま
で
あ
っ
た
家
族
の

絆
や
団
体
意
識
は
薄
れ
、
個
人
主
義
が
先
行

す
る
現
代
は
、
自
己
主
張
が
強
す
ぎ
、
身
勝

手
な
振
る
舞
い
が
目
に
余
る
よ
う
で
す
が
、

敬
神
生
活
の
綱
領
に
あ
り
ま
す
「
神
の
恵
み

と
祖
先
の
恩
と
に
感
謝
し
」「
世
の
た
め
人

の
た
め
に
奉
仕
し
」「
国
の
隆
昌
と
世
界
の

共
存
共
栄
と
を
祈
る
こ
と
」
今
、
こ
れ
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
日
々
努

め
て
行
く
こ
と
で
真
の
幸
せ
が
あ
る
も
の
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
こ
そ
平
和
が
恢
復
し
稔
り

多
き
一
年
で
あ
る
こ
と
を
祈
る
と
と
も
に
、

県
内
各
神
社
の
ご
隆
昌
と
皆
様
の
ご
健
勝
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

島
根
県
神
社
総
代
会
長木

佐
明
宏
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月 日 曜 主催 行事 場所

6

19 木 島根県神社庁 身分選考委員会 神社庁役員室
25 水 〃 支部長会 神社庁小会議室
25 水 神政連県本部 代議員会 神社庁第二研修室
26 木 島根県神社庁 協議員会 神社庁大会議室
29 日 日本文化興隆財団 全国神社検定 神社庁研修室

未定 神社本庁 事務担当者会 神社本庁

7

4㈮～ 5㈯ 全国氏青協 全国氏子青年協議会定期大会 沖縄県
9 水 県神社総代会 総代会監査会 神社庁役員室
9 水 〃 代議員会 神社庁大会議室
9 水 日本会議島根 理事会 〃
29 火 島根県神社庁 国民精神昂揚研修会（教化委員総集会） 〃

未定 島根県神社庁 広報委員会 神社庁小会議室

8

7㈭～ 9/3㈬ 〃 階位検定講習会 神社庁研修室
25 月 〃 監査会 神社庁役員室
25 月 〃 役員会 〃
28 木 広島県神社庁 広島県神社関係者大会 広島市

9

4㈭～ 5㈮ 中国地区神社庁 中国地区教化会議 島根県
10 水 神宮 評議員会 神宮会館
11 木 〃 神宮大麻暦頒布始祭 内宮神楽殿
12 金 神社本庁 神社庁長会 神宮司庁
18 木 島根県神社庁 正副庁長会 神社庁役員室

19 金 〃 神宮大麻暦頒布始奉告祭
（祭員・奏楽→出雲地区） 神社庁神殿

19 金 〃 支部長会 神社庁小会議室
19 金 〃 総務委員会（本庁・県規程表彰審査） 神社庁役員室
27 土 全国敬神婦人会 全国敬神婦人大会 青森県

未定 〃 全国神社総代会大会 未定
未定 神社本庁 神宮大麻頒布暦秋季推進会議 神宮会館
未定 〃 神宮崇敬会事務局長会 〃
未定 〃 「皇室」普及委員会 神宮司庁
未定 中国地区神社庁 中国地区中堅神職研修（甲） 鳥取県
未定 県氏青協 島根県氏子青年協議会定期大会

10

15 水 神宮 神宮初穂曳 神宮
17 金 大社國學館 大社國學館大祭 大社國學館

未定 神社本庁 評議員会 神社本庁
未定 島根県神社庁 神宮大麻発送 各支部へ
未定 島根県神社庁 広報委員会 神社庁小会議室

11

6㈭～ 7㈮ 中国地区神社庁 中国地区職員研修 広島県
11 火 島根県神社庁 祭祀委員会 神社庁小会議室

12 水 〃
例祭・新嘗祭

（祭員→庁長・祭祀委員・神青・女子神、
 奏楽→石見地区）

神社庁神殿

12 水 〃 表彰式 神社庁神殿
18 火 〃 総務委員会 神社庁役員室
18 火 〃 教化委員会 神社庁小会議室

未定 山口県神社庁 山口県神社関係者大会 山口市
未定 神社本庁 全国教化会議 神社本庁

12

8 月 島根県神社庁 正副庁長会 神社庁役員室
9 火 〃 役員会 〃
9 火 〃 身分選考委員会 〃
9 火 〃 研修所企画会議 〃
26 金 〃 御用納祭 神社庁神殿

未定 〃 広報委員会 神社庁小会議室
未定 県敬神婦人会 総会 未定
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令和７年  島根県神社庁  年間行事予定表
月 日 曜 主催 行事 場所

1

6 月 島根県神社庁 御用始祭 神社庁神殿
23 木 〃 正副庁長会 神社庁役員室
23 木 〃 役員会 〃
23 木 〃 神社庁新年互礼会 武志山荘

24 金 〃 新年祭
（祭員・奏楽→石見地区） 神社庁神殿

24 金 神社庁研修所 研修所講師会議 神社庁小会議室
25 土 〃 支部祭式助教研修会 神社庁祭式教室

2

8㈯～ 9㈰ 〃 初任神職研修（前期） 神社庁研修室
11 火 日本会議島根 建国記念の日奉祝行事 未定

16 日 県神青協 竹島領土平安祈願祭
時局講演会 神社庁神殿

22 土 島根県 竹島の日記念式典 島根県民会館
25㈫～ 26㈬ 中国地区神社庁 中国地区神社庁連絡会議 鳥取県主管
26㈬～ 27㈭ 神社本庁 過疎地域神社施策第二・第三期合同研究会 神社本庁

27 木 島根県神社庁 祈年祭・神宮大麻暦頒布終了奉告祭
（祭員→隠岐地区・奏楽→出雲地区） 神社庁神殿

27 木 〃 支部長会 神社庁小会議室

3

2㈰～ 4㈫ 県教化委員会出雲部会 出雲部参宮（第１班） 伊勢市
5 水 神宮 神宮大麻暦頒布終了祭 内宮神楽殿
5 水 神社本庁 神宮大麻暦頒布春季推進会議 神宮会館

9㈰～ 11㈫ 県教化委員会出雲部会 出雲部参宮（第２班） 伊勢市
13 木 神社庁長懇話会 神社庁長懇話会 明治記念館
14 金 神社本庁 神社庁長会 神社本庁
17 月 大社國學館 卒業式 大社國學館
26 水 島根県神社庁 臨時協議員会 神社庁大会議室
27 木 総代会出雲部会 総代会出雲部会総会 ビッグハート出雲

未定 神社本庁 「皇室」普及委員会 神社本庁

4

8 火 島根県神社庁 役員会 神社庁役員室
9 水 〃 支部長会 神社庁小会議室
9 水 神政連県本部 臨時代議員会 神社庁大会議室
16 水 島根県神社庁 広報委員会 神社庁小会議室
17 木 大社國學館 入学式 大社國學館

19㈯～ 20㈰ 神社庁研修所 初任神職研修（後期） 神社庁研修室
21 月 岡山県神社庁 岡山県神社関係者大会 岡山県
22 火 島根県神社庁 事務担当者会 神社庁第二研修室

未定 全国神社総代会 総代会幹部研修会 未定

5

14 水 出雲大社 出雲大社例大祭 出雲大社
12㈪～ 16㈮ 中国地区神社庁 中国地区中堅神職研修（乙） 島根県
20 火 全国神社総代会 代議員会 神社本庁
21 水 神社本庁 表彰式 明治記念館

22㈭～ 24㈯ 〃 評議員会 神社本庁
24 土 〃 班幣式・神社庁長会 〃

未定 島根県神社庁（院友神職会） 在京院友神職・学生懇親会 東京

6

4 水 島根県神社庁 総務委員会 神社庁役員室
4 水 〃 教化委員会 神社庁小会議室
7 土 中国地区氏青神青 中国地区氏青神青合同研修会 鳥取県
9 月 神政連本部 55周年記念式典 神社本庁
10 火 〃 中央委員会 〃
10 火 〃 本部長・事務局長会 〃
18 水 島根県神社庁 正副庁長会 神社庁役員室
19 木 〃 役員会 〃
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【
主　
　

催
】　

島
根
県
神
社
庁
研
修
所

【
期　
　

日
】　
（
前
期
）　

令
和
七
年
二
月　

八
日
（
土
）
～　

九
日
（
日
）

（
後
期
）　

令
和
七
年
四
月
十
九
日
（
土
）
～
二
十
日
（
日
）

※
四
日
間
研
修
を
右
二
日
間
ず
つ
分
割
実
施
す
る
。

【
会　
　

場
】　
『
島
根
県
神
社
庁
』
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
二
八
六
番
地

【
目　
　

的
】　

神
社
本
庁
研
修
規
程
に
基
づ
き
、
新
た
に
任
用
さ
れ
た
神
職
に

対
し
、
神
社
本
庁･

神
社
庁
の
組
織
を
明
確
に
せ
し
め
、
本
庁

包
括
下
の
神
職
と
し
て
の
自
覚
と
連
帯
感
を
養
う
。

　
　
　
　
　
　

神
職
任
用
後
五
年
以
内
に
修
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
修
研

修
で
す
。

※
参
考　

神
社
本
庁
総
合
研
究
所
研
修
規
程
施
行
細
則　

第
二

条
三
号

【
参
加
資
格
】　

階
位
を
有
し
、
昭
和
五
十
年
七
月
一
日
以
降
に
宮
司
（
代
務

者
）・
禰
宜
・
権
禰
宜
・
主
典
な
ど
に
任
用
さ
れ
た
者

【
募
集
人
員
】　

二
十
名
程
度

【
申
込
方
法
】

○
島
根
県
神
社
庁
研
修
所
入
所
申
込
書

○
履
歴
書

○
書
籍
申
込
書

※
申
込
内
容
は
各
自
で
把
握
出
来
る
よ
う
に
コ
ピ
ー
等
、
控
え

て
お
い
て
下
さ
い
。

○
角
三
封
筒
（
Ｂ
５
サ
イ
ズ
の
封
筒
）

※
一
八
〇
円
切
手
を
貼
付
し
、
本
人
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し

て
下
さ
い
。

令
和
七
年
一
月
十
四
日
（
火
）
ま
で
に
神
社
庁
必
着
で
お
願
い

し
ま
す
。

【
入
所
許
可
】　

入
所
申
込
者
に
対
し
て
書
類
選
考
を
行
い
、
入
所
許
可
を
通
知

し
ま
す
。

※
な
お
、
入
所
許
可
の
通
知
に
併
せ
て
『
研
修
生
名
簿
』、『
研

修
生
活
の
栞
』
を
送
付
し
ま
す
。

【
必
要
経
費
】　

研
修
費　

二
〇
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　

教
科
書
代　

申
し
込
み
に
よ
る
教
科
書
代
金

【
準
備
品
】　

研
修
開
催
ま
で
に
左
記
の
通
り
準
備
し
て
下
さ
い
。

○
白
衣　

○
白
袴　

○
白
足
袋　

○
笏
（
女
子
は
ボ
ン
ボ
リ
）

○
白
緒
草
履
二
足
（
上
履
・
下
履
）

○
白
手
ぬ
ぐ
い
（
白
ハ
ン
カ
チ
）

※
白
足
袋
・
白
緒
草
履
は
神
社
庁
で
購
入
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

各
教
科
指
定
教
科
書
（
今
回
書
籍
を
申
込
さ
れ
た
方
は
、
研
修

初
日
に
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。）

【
宿
泊
施
設
】　

諸
事
情
に
よ
り
合
宿
は
行
わ
ず
通
講
制
と
い
た
し
ま
す
。

宿
泊
が
必
要
な
方
は
各
自
手
配
願
い
ま
す
。

【
研
修
科
目
】

【
そ
の
他
】　

・
研
修
期
間
中
の
欠
席
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
一
切

認
め
ま
せ
ん
。

・
不
明
な
点
は
神
社
庁
ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。

提
出
書
類

申
込
締
切

教
科
書

初
任
神
職
研
修

装
束
類

島
根
県
神
社
庁

住　

所　

〒
六
九
九
‐
〇
七
〇
一

　
　
　
　

島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
二
八
六
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
五
三-

五
三-

二
一
四
九

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
八
五
三-

五
三-

二
五
八
二

研
修
科
目

時
限

研
修
科
目

時
限

神
宮
史
概
説

３

神
社
本
庁
憲
章

３

敬
神
生
活
の
綱
領

３

神
社
本
庁
史（
神
社
庁
史
）

５

神
社
実
務

５

祭
祀
関
係
実
技

３

伊
勢
の
神
宮
と
出
雲
大
社
～
次
代
へ
受
け
継
ぐ
悠
久
の
神
話
と
祭
儀
～

３

ご
参
考
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ご
参
考

【
主　
　

催
】　

島
根
県
神
社
庁
研
修
所

【
期　
　

日
】　

令
和
七
年
一
月
二
十
五
日
（
土
）　

午
前
九
時
よ
り
受
付

【
会　
　

場
】　
『
島
根
県
神
社
庁
』
島
根
県
出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
二
八
六
番
地

【
目　
　

的
】　

支
部
祭
式
助
教
の
研
鑽
と
祭
式
指
導
者
養
成
を
は
か
る
た
め
。

【
参
加
資
格
】　

支
部
祭
式
助
教
、
そ
の
他
今
後
祭
式
指
導
者
と
し
て
適
任
と
支

部
長
が
認
め
推
薦
す
る
者
。

【
募
集
人
員
】　

二
〇
名
程
度
予
定（
各
支
部
原
則
一
名
の
参
加
を
奨
励
し
ま
す
。）

※
支
部
二
名
以
上
の
参
加
を
希
望
の
場
合
、
申
込
締
切
時
点
で

の
参
加
状
況
に
よ
り
、
参
加
可
能
で
あ
れ
ば
ご
連
絡
致
し
ま

す
。（
二
名
以
上
参
加
希
望
の
場
合
は
、
優
先
順
位
を
記
入

願
い
ま
す
）

【
申
込
方
法
】

研
修
申
込
書

令
和
七
年
一
月
十
七
日
（
金
）
ま
で
に
神
社
庁
必
着
で
お
願
い

し
ま
す
。

【
必
要
経
費
】

二
、〇
〇
〇
円

※
別
途
教
本
代　

申
し
込
み
に
よ
る
教
科
書
代
金
。

※
同
封
振
込
用
紙
に
て
申
込
時
に
納
付
下
さ
い
。

【
準
備
品
】　

研
修
会
開
催
ま
で
に
左
記
の
通
り
準
備
し
て
下
さ
い
。

○
白
衣　

○
白
袴　

○
白
足
袋　

○
笏
（
女
子
は
ボ
ン
ボ
リ
）

○
白
緒
草
履
一
足
（
下
履
）

○
白
手
ぬ
ぐ
い
（
白
ハ
ン
カ
チ
）

※
白
足
袋
・
白
緒
草
履
は
神
社
庁
で
購
入
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

○
平
成
二
十
二
年
改
訂
版　

神
社
祭
式
同
行
事
作
法
解
説

　
（
平
成
二
十
四
年
改
訂
四
版
）　

一
、九
八
〇
円

○
平
成
二
十
年
改
訂
版　

神
社
祭
祀
関
係
規
程

　
（
平
成
二
十
四
年
改
訂
五
版
）　

一
、一
〇
〇
円

※
改
訂
版
以
前
の
も
の
と
は
内
容
が
大
幅
に
変
わ
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
必
ず
改
訂
版
を
ご
用
意
下
さ
い
。

【
日　
　

程
】

【
そ
の
他
】　

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

・
研
修
生
の
皆
様
に
は
受
講
に
際
し
、
次
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

１
、
発
熱
等
風
邪
の
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
受
講
を
見
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

２
、
受
講
に
あ
た
っ
て
は
、
感
染
予
防
策
に
ご
協
力
下
さ
い
。

３
、
研
修
中
に
窓
を
開
放
し
自
然
換
気
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
十
分
な
寒
さ
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
ご
不
明
点
は
神
社
庁
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

研
修
費

提
出
書
類

申
込
締
切

教
科
書

支
部
祭
式
助
教
研
修
会

島
根
県
神
社
庁

　

電
話
番
号　

〇
八
五
三
（
五
三
）
二
一
四
九

装
束
類

日　　程 時刻

受付・改服
9：30

10：00

12：00

13：00

15：00

15：10

17：10

17：30

開講式

祭式研修
（大祭式）

昼食・休憩

祭式研修
（大祭式）

休　憩

祭式研修
（大祭式）

閉講式

解　散
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私
で
す
が
、
現
在
事
務
局
長
を
仰
せ
つ
か
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
こ
の
会
は
、
か
つ
て
出
雲
大
社

で
ご
奉
仕
さ
れ
た
湯
立
神
事
を
は
じ
め
と
す

る
神
主
神
楽
を
継
承
し
よ
う
と
立
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
出
雲
市
内
で
こ
の
神
楽
を
舞
う

こ
と
の
で
き
る
神
職
が
年
々
減
少
し
て
い
る

の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
つ
か
途
絶
え
る
可

能
性
を
懸
念
し
て
、
出
雲
大
社
の
注し

め
し
ょ
く

連
職
で

あ
っ
た
石
塚
家
（
錦
田
家
）
の
伝
承
に
基
づ

い
て
稽
古
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
立
ち

上
げ
て
か
ら
八
年
が
経
ち
、
お
陰
様
で
会
員

も
三
十
名
と
な
り
、
少
し
ず
つ
で
す
が
目
的

を
達
成
す
る
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

「
十
年
一
昔
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

今
や
三
年
一
昔
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
目
ま
ぐ
る
し
い
時
代
の
変
遷
の

真
っ
只
中
、
今
後
は
何
か
と
早
い
判
断
を
迫

ら
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

や
り
た
い
こ
と
を
や
る
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
や
る
、
思
い
立
っ
た
ら
迷
わ

ず
や
っ
て
み
る
こ
と
を
、
次
世
代
の
若
者
た

ち
に
我
々
の
活
動
を
通
し
て
少
し
で
も
伝
え

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
七
年
・
皇
紀
二
六
八
五
年

巳
年
生
ま
れ
の
方
々

年
頭
の

所
感

年
頭
の

所
感

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ず
は
皇
室
の
弥
栄
と

神
宮
、
県
内
各
神
社
の

ご
隆
昌
と
氏
子
崇
敬
者
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
最
近
何
か
と
時
間
が
経
つ
の
が
早

く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
ご
縁
あ
っ
て
大
阪
の
神
社
よ

り
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
十
年
が
経
ち
ま
す
。
以
前

か
ら
故
郷
出
雲
の
神
社
界
に
微
力
な
が
ら
お

役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

も
ま
た
ご
縁
が
あ
り
ま
し
て
、
先
輩
神
職
の

ご
協
力
の
も
と
、
出
雲
市
内
の
若
手
神
職
有

志
に
よ
り
「
出
雲
神
主
神
楽
伝
承
会
」
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な

令
和
七
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
御
皇

室
の
弥
栄
と
県
内
各
神
社
の
ご
隆
昌
、
並
び

に
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
昭
和
百
年
の
慶
事
の
年
で
も
あ
り
、

巡
り
あ
わ
せ
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
は

昭
和
六
十
三
年
の
本
務
社
の
祢
宜
を
拝
命
し

て
以
来
、
神
職
と
し
て
三
十
七
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
間
、
殊
に
益
田
支
部
及
び
那

賀
支
部
の
多
く
の
先
輩
神
職
の
皆
様
の
お
力

添
え
、
お
支
え
を
い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
今

の
私
が
あ
る
も
の
と
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

縁
あ
っ
て
社
家
に
生
ま
れ
、「
祭
」
に
対

ご
縁
は
、
神
議
り
に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
授
か
っ
た
ご
縁
に
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
一
層
神
明
奉
仕
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

安や
す

田だ

祐ゆ
う

紀き

（
昭
和
五
十
二
年 

生
）

髙
濵
神
社　

権
祢
宜

出
雲
市
里
方
町

浅あ
さ

野の

隆た
か

司し

（
昭
和
四
十
年 

生
）

新
宮
神
社　

宮
司

益
田
市
美
都
町
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す
る
父
母
の
姿
勢
を
間
近
で
見
な
が
ら
生
活

の
一
部
と
し
て
「
祭
」
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
い
う
私
も
還
暦
の
歳
と
な
り
、
衰
え
を

感
じ
る
毎
日
で
す
が
、
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
日
々
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

私
の
奉
仕
致
し
ま
す
地
域
は
、
過
疎
化
に

よ
る
人
口
減
少
に
よ
り
神
社
運
営
も
年
々
厳

し
さ
を
増
し
、
今
後
の
お
宮
の
護
持
に
対
し

て
不
安
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
限
ら
れ
た
資
源
を
大
切
に
し
、
現
状
を

前
向
き
に
捉
え
、
仕
組
み
を
整
え
、
氏
子
の

皆
様
と
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
地
域
の

氏
神
様
を
お
守
り
し
、
お
仕
え
す
る
こ
と
は

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
私
自
身
が
健
や
か
で
前
向

き
に
な
れ
る
「
心
」
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
一

年
に
な
る
よ
う
、
心
に
響
く
温
も
り
の
あ
る

言
葉
を
大
切
に
し
、「
敬
う
心
」「
感
謝
す

る
心
」
を
忘
れ
ず
に
日
々
過
ご
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

故
郷
で
あ
る
隠
岐
郡
海
士
町
の
神
社
に
奉

職
し
て
か
ら
三
年
目
と
な
る
今
年
は
、
地
域

の
方
と
の
繋
が
り
を
深
め
る
こ
と
に
力
を
注

ぎ
た
い
で
す
。

島
で
の
神
明
奉
仕
の
経
験
か
ら
、
神
社
は

地
域
の
方
々
の
信
仰
と
協
力
の
も
と
に
成
り

立
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
特
に
昨
年

は
コ
ロ
ナ
禍
明
け
と
な
り
、
島
内
の
多
く
の

神
社
で
お
神
輿
を
出
す
大
祭
り
を
斎
行
で
き
、

本
当
に
良
い
一
年
で
し
た
。

地
域
に
暮
ら
す
様
々
な
人
の
想
い
が
祭
り

に
よ
っ
て
一
つ
に
ま
と
ま
る
、
そ
ん
な
島
の

風
土
を
受
け
継
い
で
い
く
要
と
な
る
神
職
を

目
指
し
た
い
で
す
。

村む
ら

尾お

美み

海か
い

（
平
成
十
三
年 

生
）

岐
神
社　

権
祢
宜

隠
岐
郡
海
士
町

大社國學館入学案内
《所在地・照会先電話番号》

　大社國學館
　〒699-0701		島根県出雲市大社町杵築東283
　電話　０８５３－５３－２０２０

《募集人員》
　普通課程Ⅱ類（本科生）　15名
　　　　同　　　（選科生）若干名
　予　　　　科（別科生）若干名

 詳細は直接大社國學館までお問い合わせ下さい。

《入学試験日・内容》
　●第１次　令和７年２月20日（木）
　●第２次　令和７年３月21日（金）
　●第３次　令和７年４月10日（木）
　筆記試験（国語・国史・作文）及び面接

《出願手続締切》
　●第１次　令和７年２月15日（土）
　●第２次　令和７年３月16日（日）
　●第３次　令和７年４月５日（土）
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十
一
月
十
九
日
神
社
庁
神
殿
に

お
い
て
例
祭
・
新
嘗
祭
の
後
に
神

宮
並
神
社
庁
顕
彰
表
彰
状
感
謝
状

伝
達
式
が
角
河
庁
長
外
役
員
支
部

長
総
代
参
列
の
も
と
挙
行
さ
れ
た
。

表彰状感謝状伝達式

例祭併新嘗祭

十
一
月
十
九
日
神
社
庁
神
殿
に
お
い
て

例
祭
併
新
嘗
祭
が
役
員
支
部
長
及
び
関
係
者

参
列
の
も
と
斎
行
さ
れ
た
。

祭
典
奉
仕
者

斎
　
主　

⻆
河
和
幸
（
庁
長
）

副
斎
主　

金
築
知
宏
（
参
事
）

祭
　
員　

森　

眞
史
（
祭
祀
委
員
）

祭
　
員　

野
上
郁
子
（
祭
祀
委
員
）

祭
　
員　

中
田
武
親
（
神
青
協・松
江
支
部
）

奏
　
楽　

古
瀨
智
彦
（
出
雲
大
社
支
部
）

奏
　
楽　

本
田　

亘
（
出
雲
大
社
支
部
）

典
　
儀　

和
田
晋
爾
（
主
事
）
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大
野
津
神
社
（
遷
座
祭
）

令
和
六
年 

九
月
二
十
八
日
お
お
の

つ

じ
ん 

じ
ゃ

松
江
市
大
野
町

　

　宮
司

　清
水 

　健

遷座祭・式年祭紹介

記念講演　県立大社高等学校野球部監督
石飛文太先生　演題「夢は無限大」

記念神楽上演　あい川保育園年長児
演目「子ども神楽ヤマタノオロチ」

十
一
月
二
十

六
日
に
創
立

五
〇
周
年
記
念

島
根
県
敬
神
婦

人
会
（
会
長　

千
家
礼
子
）
総

会
が
出
雲
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。

⻆
河
庁
長
他

来
賓
並
び
に
会

員
約
百
名
が
参

加
し
た
。

創 立 50 周 年 記 念 島 根 県 敬 神 婦 人 会 総 会

庁 舎 清 掃 奉 仕
　

十
一
月
十
三
日
（
水
）
島
根
県
神

道
青
年
協
議
会
（
会
長　

巨
勢
佳
史
）

並
び
に
島
根
県
女
子
神
職
会
（
会
長

古
瀬
真
由
美
）
主
催
第
十
四
回
合

同
庁
舎

清
掃
を

行
っ
て
い

た
だ
き

ま
し
た
。
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10
月
６
～
７
日　

第
六
七
回
山
口
県
神
社
関
係
者
大
会　

於　

山
口
県
教
育
会
館
（
⻆

河
庁
長
出
席
）

10
月
10
日　

島
根
県
敬
神
婦
人
会
出
雲
部
会
総
会　

於　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多

（
齋
木
理
事
出
席
）

10
月
11
日　

広
報
委
員
会

10
月
17
日　

大
社
國
學
館
大
祭　

於　

大
社
國
學
館
（
篠
田
副
庁
長
参
列
）

10
月
20
日　

岐
神
社
創
建
八
五
年
式
年
大
祭　

於　

岐
神
社（
忌
部
副
庁
長
参
列
）

10
月
23
日　

松
江
護
國
神
社
例
大
祭　

於　

松
江
護
國
神
社
（
齋
木
理
事
参
列
）

11
月
７
～
８
日　

中
国
地
区
神
社
庁
職
員
研
修　

於　

岡
山
後
楽
ホ
テ
ル
（
金
築
参
事
、

和
田
主
事
、
平
林
録
事
出
席
）

11
月
10
日　

出
雲
大
社
神
迎
祭　

於　

出
雲
大
社
拝
殿
（
⻆
河
庁
長
参
列
）

11
月
11
日　

出
雲
大
社
神
在
祭　

於　

出
雲
大
社
本
殿
（
⻆
河
庁
長
参
列
）

　

〃　
　

中
国
地
区
神
社
庁
教
化
会
議
（
ｗ
ｅ
ｂ
）（
中
田
教
化
委
員
出
席
）

11
月
13
日　

神
社
庁
庁
舎
清
掃
奉
仕　
（
神
青
協
・
女
子
神
職
会
）

11
月
18
日　

祭
祀
委
員
会

11
月
19
日　

例
祭
併
新
嘗
祭　

斎
主　

⻆
河
庁
長

　

〃　
　

表
彰
伝
達
式
、
総
務
委
員
会
、
教
化
委
員
会

11
月
26
日　

創
立
五
〇
周
年
記
念
令
和
六
年
島
根
県
敬
神
婦
人
会
総
会　

於　

出
雲
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
⻆
河
庁
長
、
篠
田
副
庁
長
出
席
）

11
月
27
日　

第
四
七
回
島
根
県
敬
神
婦
人
会
石
見
部
会
総
会　

於　

悠
邑
ふ
る
さ
と
会

館
（
⻆
河
庁
長
出
席
）

11
月
28
～
29
日　

全
国
教
化
会
議　

於　

本
庁
（
中
田
教
化
委
員
出
席
）

12
月
４
日　

第
四
五
回
島
根
県
神
社
総
代
会
石
見
部
会
総
会　

於　

濱
田
護
國
神
社

（
⻆
河
庁
長
出
席
）

12
月
５
日　

正
副
庁
長
会

12
月
６
日　

役
員
会
、
身
分
選
考
委
員
会

　

〃　
　

研
修
所
企
画
会
議
、
階
位
検
定
講
習
会
運
営
企
画
委
員
会

12
月
13
日　

広
報
委
員
会

12
月
27
日　

御
用
納
祭

庁

務

日

誌
（
令
和
６
年
10
月
～
12
月
）

任
免

発
令
月
日

奉
職
神
社
名

鎮
　
座
　
地

本
務

兼
務

職
　
名

氏
　
　
名

任
６
・
11
・
１
松
江
護
國
神
社

松
江
市
殿
町

本
権
祢
宜
工
藤　

瑞
剣

任
６
・
11
・
23
熊
野
大
社
松
江
市
八
雲
町

本
祢

宜
熊
野　

博
元

任
６
・
12
・
1
熱
田
神
社
浜
田
市
熱
田
町

兼
宮

司
牛
尾　
　

充

任
６
・
12
・
1
天

宮
浜
田
市
長
浜
町

兼
宮

司

〃

任
６
・
12
・
1
天

宮
浜
田
市
長
浜
町

兼
宮

司

〃

任
６
・
12
・
1
八

幡

宮
浜
田
市
西
村
町

兼
宮

司

〃

任
６
・
12
・
1
大
元
神
社
浜
田
市
西
村
町

兼
宮

司

〃

任
６
・
12
・
1
大
歳
神
社
浜
田
市
櫟
田
原
町

兼
宮

司

〃

任
６
・
12
・
1
大
元
神
社
浜
田
市
田
橋
町

兼
宮

司

〃

任
６
・
12
・
1
八

幡

宮
益
田
市
美
濃
地
町

本
祢

宜
中
島　

文
江

任
６
・
12
・
1
惠
美
須
神
社
益
田
市
有
田
町

兼
祢

宜

〃

任
６
・
12
・
1
髙
田
八
幡
宮
大
田
市
三
瓶
町

兼
宮

司
中
田　

宏
記

任
６
・
12
・
1

	

姫
神
社
大
田
市
三
瓶
町

兼
宮

司

〃

任
６
・
12
・
1
三
瓶
山
神
社
大
田
市
三
瓶
町

兼
宮

司

〃

任
６
・
12
・
1
八
面
神
社
大
田
市
三
瓶
町

兼
宮

司

〃

任
６
・
12
・
1
本
宮
神
社
大
田
市
三
瓶
町

兼
宮

司

〃

免
６
・
12
・
18
出
雲
大
社
出
雲
市
大
社
町

本
権
祢
宜
今
岡　

善
博

免
６
・
12
・
18

〃

　
　

〃

本
主

典
新　
　

吉
博

免
６
・
12
・
31
田
代
神
社
浜
田
市
旭
町

兼
宮

司
二
宮
ゆ
か
り

任
７
・
1
・
1

〃

　
　

〃

本
宮

司
森
脇　
　

求

免
６
・
12
・
31
賀
茂
神
社
浜
田
市
旭
町

兼
宮

司
二
宮
ゆ
か
り

任
７
・
1
・
1

〃

　
　

〃

兼
宮

司
森
脇　
　

求

免
６
・
12
・
31
市
木
神
社
浜
田
市
旭
町

本
宮

司
齋
木　

由
守

任
７
・
1
・
1

〃

　
　

〃

兼
宮

司
森
脇　
　

求

任
７
・
1
・
1
天

宮
浜
田
市
旭
町

兼
宮

司

〃

任
７
・
1
・
1
王
子
神
社
邑
智
郡
美
郷
町

本
権
祢
宜
勝
部
弥
生
美

任
７
・
1
・
1
原
鹿
神
社
出
雲
市
斐
川
町

本
権
祢
宜
金
築　

武
琉

神

職

任

免
（
令
和
６
年
11
月
１
日
～
令
和
７
年
１
月
１
日
）

写　真
送り先

〒
六
九
九‐

〇
七
〇
一 

出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
二
八
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　島
根
県
神
社
庁 

録
事 

高
見
幸
子
　あ
て

Ｅ
メ
ー
ル
　takam

i@
shim

ane-jinjacho.or.jp随
時
募
集
中

※
 

神
社
名
、神
事・行
事
名
や
所
在
地
、

　 提
供
者
の
お
名
前
を
記
載
の
上
、 お
送
り
下
さ
い
。

神
社
の
社
殿
、神
事・神
賑
行
事
、神
社
を
含
む
四
季
折
々
の
風
景
な
ど
、

様
々
な
お
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

神社フォト
ギャラリー
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神 職 帰 幽
雲
南
市
掛
合
町　
　

波
多
神
社　

権
祢
宜　
　

勝　

部　

正　

善

令
和
六
年
十
一
月
一
日　

享
年
八
十
七

浜
田
市
熱
田
町　
　

熱
田
神
社　

宮
司　
　
　

牛　

尾　
　
　

毅

令
和
六
年
十
一
月
三
日　

享
年
九
十
七

鹿
足
郡
吉
賀
町　
　

指
月
神
社　

宮
司　
　
　

能　

美　

定　

久

令
和
七
年
一
月
一
日　

享
年
七
十
六

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

島
根
県
神
社
庁
長　

⻆　

河　

和　

幸

奉

納

品

誠にありがとうございました

手水舎注連縄
教化委員会石見部会様

注連縄３本
益田市遠田町 大石信男様

新 任 神 職 紹 介

金か

ね

つ

き築
武た

け

る琉

〔
生
年
月
日
〕
平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

〔
住
所
〕
出
雲
市
斐
川
町
原
鹿

〔
奉
職
神
社
〕
原
鹿
神
社　

権
祢
宜

〔
就
任
年
月
日
〕
令
和
七
年
一
月
一
日

〔
趣
味
・
特
技
〕
野
球

〔
ひ
と
こ
と
〕
初
心
を
忘
れ
ず
神
社
に
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

勝か

つ

べ部 

弥み

な

み

生
美

〔
生
年
月
日
〕
平
成
十
七
年
三
月
二
十
日

〔
住
所
〕
邑
智
郡
美
郷
町
久
保

〔
奉
職
神
社
〕
王
子
神
社　

権
祢
宜

〔
就
任
年
月
日
〕
令
和
七
年
一
月
一
日

〔
趣
味
・
特
技
〕
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

〔
ひ
と
こ
と
〕
神
職
と
し
て
祖
父
達
を
助
け
、
神
明
奉
仕
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
し
ま
す
。
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島
根
半
島
・
潮
の
香
り
の
神
社
巡
り

今
回
は
、
日
本
海
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
メ

イ
ン
に
神
社
巡
り
を
し
ま
し
た
。
心
配
し
て

い
た
天
候
も
ほ
ど
よ
い
曇
り
と
晴
れ
で
、
ジ

オ
サ
イ
ト
を
海
か
ら
眺
め
る
と
い
う
と
て
も

よ
い
体
験
が
出
来
ま
し
た
。

伊い

な

ず

み

奈
頭
美
神
社

（
松
江
市
美
保
関
町
北
浦
３
０
４
番
地
）

ご
祭
神
：
宇
加
之
魂

ま
ず
始
め
に
訪
れ
た
の
が
松
江
市
の
海

水
浴
場
の
中
で
も
特
に
有
名
な
北
浦
海
水
浴

場
の
中
央
に
あ
る
伊
奈
頭
美
神
社
。
出
雲
国

風
土
記
に
稲い

な
あ
げ
は
ま

上
浜
に
あ
る
稲い

な
ず
み
じ
ま

積
島
と
記
さ
れ

て
お
り
、
昔
は
島
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の

神
社
が
あ
る
岬
（
奈
倉
鼻
）
の
東
側
に
稲い

な
ず
み積

と
い
う
集
落
が
あ
り
、
そ
こ
に
あ
る
神
社
は

『
伊い

奈な

阿あ

気け

神
社
』
と
い
う
そ
う
で
す
。
ど

ち
ら
も
出
雲
国
風
土
記
に
載
る
古
社
で
す
。

地
名
は
ど
れ
も『
稲
積
』『
稲
上
』『
奈
倉（⇒

稲
倉
）』
と
い
う
よ
う
に
稲
が
関
係
し
て
い

る
よ
う
で
一
月
五
日
に
行
わ
れ
る
神
事
で
は

烏
を
描
い
た
的
に
当
屋
が
射
た
矢
が
当
た
る

と
豊
作
と
い
わ
れ
、
田
植
神
事
も
あ
る
そ
う

で
す
。

永え
い
こ
う
ま
る

幸
丸
・
築つ

き
し
ま島

ク
ル
ー
ジ
ン
グ

（
松
江
市
島
根
町
野
井
）

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
運
航
す
る
株
式
会
社 

永
幸
丸
の
船
長
・
永
見
さ
ん
は
静
岡
出
身
で

島
根
に
Ｉ
タ
ー
ン
さ
れ
た
若
き
開
拓
者
。
牡

蠣
の
養
殖
を
中
心
と
し
た
漁
業
や
観
光
・
飲

食
業
と
多
岐

に
わ
た
っ
て

活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
ク

ル
ー
ジ
ン
グ

中
の
解
説
も
、

移
住
者
な
ら

で
は
の
目
線

で
海
の
こ
と

を
見
て
お
ら

れ
る
な
と
目

社
☆
ガ
ー
ル
通
信

伊奈頭美神社

天然記念物海食崖築島クルージング
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　「
ハ
ツ
マ
イ
リ
」

　

二
月
中
旬
と
い
え
ば
空
は
暗
く
島
は
怒
涛
に

囲
ま
れ
て
、
い
や
が
上
に
も
寂
し
さ
を
つ
の
ら

せ
る
様
な
景
色
は
最
も
日
本
海
ら
し
く
、
つ
ま

り
隠
岐
島
ら
し
い
季
節
で
も
あ
る
。
普
段
な
ら

な
る
べ
く
早
く
コ
タ
ツ
に
潜
り
込
み
た
い
時
期

に
焼
火
山
の
中
腹
で
は
真
っ
昼
間
か
ら
飲
め
や

歌
え
や
の
宴
会
が
始
ま
る
。
そ
の
シ
ー
ン
だ
け

を
島
外
の
人
が
見
物
す
れ
ば
奇
習
と
さ
え
思
え

る
行
事
は
「
ハ
ツ
マ
イ
リ
」
と
呼
ば
れ
て
島
前

で
は
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
れ
っ
き
と
し
た
伝

統
行
事
で
あ
る
。

　

ハ
ツ
マ
イ
リ

は
旧
正
月
一
日

か
ら
約
一
ヶ
月

に
渡
っ
て
催
さ

れ
る
焼
火
神

社
へ
の
初
参
拝

の
こ
と
で
あ
り
、

各
集
落
単
位
で

朝
か
ら
登
山
し

て
社
殿
で
祈
祷

支
部
だ
よ
り

島
前
支
部
長

焼
火
神
社　

宮
司　

松
浦
道
仁

か
ら
う
ろ
こ
で
し
た
。
築
島
東
側
の
２
つ
の

洞
門
を
は
じ
め
、
船
か
ら
し
か
見
ら
れ
な
い

天
然
記
念
物
の
海
食
崖
な
ど
の
絶
景
に
皆
大

満
足
で
し
た
！

明め
い
じ
ま島

神
社
（
松
江
市
美
保
関
町
惣
津
）

ご
祭
神
：
海わ

だ
つ
み
の
み
こ
と

津
見
命

惣
津
海
岸
に
鎮
座
す
る
小
さ
な
お
社
で

す
。
現
在
は
陸
続
き
に
な
っ
て
い
る
小
さ
い

島
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で
階
段
を
登
り
、
お
参
り

し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
お
社
は
遠
景
が
美
し

く
有
名
で
す
。
歴
史
は
四
十
二
浦
や
雲
陽
誌

な
ど
に
、
江
戸
時
代
に
は
書
か
れ
て
い
る
も

の
の
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し

て
い
ま
せ
ん
。

そ
し
て
そ
の
地
区
は
『
美
保
関
隕
石
』

（
１
９
９
２
年
）
の
落
下
地
点
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
実
は
落
下
地
点
は
社
☆

ガ
ー
ル
メ
ン
バ
ー
の
ご
実
家
。
ど
う
ぞ
ど

う
ぞ
と
部
屋
に
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

美
保
関
隕
石
に
は
双
子
（
成
分
が
ほ
ぼ
一

致
）
と
さ
れ
て
い
る
直
方
隕
石
が
あ
り
、
こ

れ
は
落
下
目
撃
記
録
上
世
界
最
古
の
隕
石

（
８
６
１
年
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
須
賀
神

社（
福
岡
県
直
方
市
）に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

島
根
半
島
の
海
沿
い
の
神
社
と
海
か
ら

の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
風
景
を
堪
能
で
き
た
、
潮

の
香
り
を
満
喫
し
た
神
社
巡
り
で
し
た
。

ハツマイリの神事

明島神社
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島
根
県
神
社
庁
報
〈
第
三
六
四
号
〉

　

発
行
日　

令
和
七
年
一
月
二
十
日

　

発
行
者　

島
根
県
神
社
庁

　

編　

集　

広
報
委
員
会

　
　

委
員
長　

陶
山　

浩
正　

委　

員　

鳥
屋
尾　

浩

　
　
副
委
員
長　

宮
能　

壮
充　

委　

員　

江
角　
　

恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　

員　

石
﨑　

彰
矩

私
の
住
む
大
田
市
温
泉
津
町
の
山
間
地
で
は
、
近

年
田
畑
や
空
き
家
な
ど
へ
の
獣
害
が
拡
大
し
て
い
る
。

そ
の
原
因
と
し
て
専
門
家
は
、
温
暖
化
に
よ
る
幼
獣

の
増
加
や
過
疎
化
が
進
み
、
鳥
獣
が
人
里
近
く
ま
で

行
動
範
囲
を
広
げ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

さ
て
当
集
落
に
お
い
て
の
獣
害
は
、
主
に
イ
ノ
シ

シ
と
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
集
団
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
稲
が

穂
を
出
し
始
め
る
頃
か
ら
出
没
し
、
稲
を
倒
し
て
は

実
っ
た
稲
穂
の
部
分
を
食
べ
る
。
ま
た
当
神
社
も
三

年
前
、
文
化
財
で
あ
る
本
殿
の
鳳
凰
の
蟇
股
が
、
ニ

ホ
ン
ザ
ル
の
集
団
に
よ
っ
て
損
壊
さ
れ
た
。
獣
害
は

当
神
社
に
も
及
ん
で
来
て
い
る
。

現
在
獣
害
対
策
と
し
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
爆
竹

そ
れ
に
電
気
柵
な
ど
、
田
畑
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
方
法

が
あ
る
。
し
か
し
た
だ
花
火
を
鳴
ら
す
だ
け
で
は
、

人
が
追
っ
て
来
な
い
事
を
覚
え
て
し
ま
う
。
集
落
の

外
ま
で
追
い
払
い
、
来
る
べ
き
場
所
で
は
な
い
事
を

覚
え
込
ま
せ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
。

今
後
当
神
社
と
し
て
は
、
農
家
の
切
実
な
思
い
に

応
え
て
、
祈
年
祭
に
併
せ
て
田
畑
獣
害
除
祈
願
も
執

り
行
う
事
に
し
た
。
そ
し
て
農
家
と
連
携
し
て
、
新

た
な
獣
害
対
策
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。
必
ず
対
策

の
方
法
は
あ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。　
　
（
宮
）

を
受
け
る
。

　

そ
の
後
に
催
さ

れ
る
直
会
で
は
今

で
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
高

膳
を
用
い
る
。
島

民
に
は
こ
の
直
会

が
ハ
ツ
マ
イ
リ
の

イ
メ
ー
ジ
と
し
て

定
着
し
て
い
る
。

直
会
の
初
め
に
神
主
が
盃
を
受
け
、
そ
の
後
に

参
加
者
に
盃
が
回
さ
れ
て
か
ら
宴
が
催
さ
れ
る
。

膳
の
メ
ニ
ュ
ー
と
い
え
ば
、
鯖
・
煮
豆
・
神じ

ん

葉ば

の
酢
味
噌
あ
え
だ
け
の
素
食
と
言
え
る
ほ
ど
質

素
な
も
の
で
あ
る
。
膳
に
は
湯
呑
み
が
一
つ
添

え
て
あ
り
、
そ
れ
が
酒
を
飲
む
猪
口
代
わ
り
と

な
る
。
酌
取
り
が
こ
れ
も
ま
た
昔
な
が
ら
の
一

升
徳
利
で
酒
を
注
い
で
回
っ
て
、
三
〇
分
ほ
ど

す
る
と
歌
や
踊
り
が
始
ま
り
、お
よ
そ
二
時
間

で
直
会
終

了
と
な
る
。

男
た
ち
が

フ
ラ
フ
ラ
と

下
山
支
度

を
し
て
い

る
間
に
婦

人
方
は
土
産
の
「
焼
火
お
こ
し
」
を
買
っ
て
贈

り
先
を
思
い
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。

　

旧
正
月
の
行
事
で
あ
る
春
詣
祭
（
ハ
ツ
マ
イ

リ
）
は
焼
火
神
社
に
と
っ
て
は
特
に
重
要
な
神

事
で
も
あ
る
。「
焼
火
山
縁
起
」
に
よ
る
と
大

晦
日
丑
三
つ
時
（
午
前
二
時
）
に
島
前
湾
か
ら

三
つ
の
御
神
火
が
現
れ
、
そ
れ
が
窟
に
入
り
、

そ
れ
を
里
人
が
社
を
設
け
て
祀
っ
た
の
が
焼
火

神
社
の
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。（『
焼
火

山
縁
起
』
天
文
九
年
一
五
四
〇
年
）

　

戦
前
に
は
御
神
火
を
拝
も
う
と
隠
岐
島
中
か

ら
社
務
所
に
集
ま
り
年と

し

籠ご
も

り
と
称
し
て
千
人
も

の
参
拝
者
が
一
同
に
詰
め
か
け
た
と
い
う
。
夕

方
か
ら
登
山
し
て
夜
中
に
御
神
火
を
拝
ん
で
、

朝
に
下
山
。「
大
晦
日
の
夜
に
お
参
り
し
な
か
っ

た
人
々
が
集
落
単
位
で
各
々
参
拝
し
た
の
が

現
在
の
春
詣
祭
の

形
態
で
し
ょ
う
」

と
前
宮
司
が
語
っ

て
い
た
。

　

旧
暦
の
大
晦
日

の
深
夜
に
は
現
在

で
も
龍
燈
祭
と
呼

ば
れ
る
神
事
が
密

か
に
行
わ
れ
て
い

る
。

直会風景

山に囲まれている社務所

岩屋に建てられている
焼火神社


